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成功報酬制導入

X/1 Y/1 Z/1

Step1.
材料定義の確認、確率

Step2.
解析方法の確認、確率

Step3.
解析予測精度アップのための材料再定義

打合せ頻度
無理ない範囲ではじめ１回/週、３回目から１回/２週

支払条件：成功報酬制導入 総額：＊＊万円（税別）
初月末半金ご請求書、完了時残金の支払い

※目標未達の場合は、残金は不要です。/失敗しません。

自動化設定

概ね２か月程度で完了予定です。 確実な精度アップを考えています。
上長への提案のしやすさを考慮して成功報酬制を導入しました。

通常、材料定義時ご請求
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方向性と課題

現在自社でゴム解析を実施しているが、期待する解析結果が得られていない。
⇩

ゴムの解析技術を構築し、設計段階で事前検証ができる体制にしたい。

解析システム（MARC、ABAQUS等）を導入しましたが、なかなか実用化が難しい。
また、ソフトの導入に向けて実績を先に作り、アピール材料としたい。

解析の実用化から予測精度により、開発へのツールとして役立てたい。
サポート費用についても少ない金額でないため、有効活用していきたい。

進め方

Step1. 材料定義の確認、確立

Step2. 解析方法の確認、確立

簡単に定義可能な自動解析システムの構築と活用

Step3. 解析予測精度アップのための材料定義
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Step1. 材料定義の確認、確立

 現在の材料（M-R式）係数の確認
 納入先への確認方法含めてサポート（現在進行中）

Mooney-Rivlin式
W=C10(I1-3)＋C01(I2-3)

短冊
※ダンベルより

短冊推奨

A A

真のヤング率補正
E＝σ/ε

=（C10+C01)

圧縮量

反
力

実測

C10=1.0での
解析

短冊測定からの補正 もしくは
製品測定からの補正
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単軸試験でのゴム測定の注意点

短冊
※ダンベルより
短冊推奨

B

A

記録
・A
・幅
・厚さ
1/10mm単位

初めから荷重が出ない場合
も記録スタート（保存）

短冊
※ダンベルより
短冊推奨

A
A

4



© 2021 Ninon Technofort Corporation  All Rights Reserved. 5

Step2. 解析方法の確認、確立

 下記の解析モデル及び設定条件を確認し、最適な解析方法を
確立します。
●メッシュ ●解析ステップ ●接触条件

変形

金具接着部

ｲﾝﾅｰ金具

金型形状

金型形状

製品形状 変形形状

変形

金型形状 ⇒（熱履歴）熱収縮 ⇒ 変形解析 の手順を守ることで、 ＊

解析による予測精度を格段に向上させることができます。

5

熱収縮
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Step2. 解析方法の確認、確立

 摩擦定義、解析の効率的進め方

荷重

剛体移動方向

W

F 力

F=μW の確認と摩擦再定義

摩擦係数、材料定義、解析方法の確立
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もっとも単純な梁の固有値解析

縦曲げ１次

横曲げ１次

では実験値と一致しますか？

ここだけモデル化したら
合わない

６面体要素で解析

全体をモデル化

この辺りまでモデル化

単純なモデルから理論値とのV&V実施、ソフトの特性など確認するとあとで転ばない。

金属の完全拘束は
ありえない

こんな物でも解析と実測が合わないものです。
なかなかサポートは合理的な説明をしてくれません。
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簡単に定義可能な自動解析システムの構築と活用
解析ソフト共通で、自動化が可能です。だれでも簡単設定できます。

ソフト特有の言語
へ変換ブーツ解析の自動化

スライドショーで見てください。

自動化は簡単です。



このような手順書を作成して、１時間程度の教育を実施で誰でも技術者なら解析化。

御社の製品に沿ったツール開発。



旧MENTATでの解析自習書です。現在のMENTATにも適用可能です。

自動化と並行して、各操作が覚えられます。
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Step3. 解析予測精度アップのための材料再定義

 二軸試験、若しくはシート入手困難な場合でもMooney３次
（Ogden）材料定義から精度アップ確認

W（λ）＝∫σｄλ
エネルギー定義

一般的な表現としては、
・Mooney高次式

・Ogden式
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Step3. 解析予測精度アップのための材料再定義

 ひずみエネルギー密度関数で予測精度アップ

ㇵの字型マウントの特性予測解析

２軸DB定義

C10、C01定義
実測●

W=C10(I1-3)

単純な材料表現
Mooney=Rivlinモデル

・・・C10＋C0１=E/6 の関係

二軸試験からの高次エネルギー表現式

ひずみエネルギー密度関数を定義すること
で高圧縮時の予測精度が向上します。
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初期形状 変形後形状

・二軸試験機で材料試験を実施します
・シートが用意できない場合でも、豊富なデータベース
から最適な材料物性を定義できます

 二軸伸張試験機

Step3. 解析予測精度アップのための材料再定義
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材料再定義

 材料測定
 二軸引張試験から回帰

 Mooney3次係数を算出
 材料数

 解析精度確認

確認項目

１）再定義とのこと全ページでの解析、精度確認
⇒結果を見ながら改善

２）モデル全体の再確認を行いながら、修正
目標精度：変形に対する荷重１０％以内


